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 ただ今から、「１０月は里親月間です」と題して重要施策発表を行います。

 なお、「賀茂健康福祉センター相談課」は、県の組織名ですが、
児童福祉法に基づく賀茂児童相談所としての看板を併せ持っています。
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 まず、児童相談所について説明します。
 児童相談所は、児童福祉法第12条に基づき、都道府県や政令指定都市など
に設置される行政機関です。都道府県・政令市には設置義務があります。
 児童相談所の機能は、市町の相談活動の広域的な調整や情報提供、専門的
な相談、一時保護、措置です。
 なお、措置とは子どもや保護者を児童福祉司などに指導させること、里親
などにこどもの養育を委託すること、施設にこどもを入所させることです

2



 次に、静岡県内の児童相談所を紹介します。
 静岡県は、東から賀茂、東部、富⼠、中央そして⻄部の５つの児童相談所
を設置しています。
 賀茂児童相談所、略して賀茂児相は下田市と賀茂郡の5町を管轄しています。
 ほかに、静岡市、浜松市も独自に児童相談所を設置しています。
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 こちらは県の児童相談所別・内容別の令和4年度の相談状況です。
 相談の特徴として、目立つのは虐待などの養護相談と知的障害相談です。
 虐待相談はほとんどが通告という形で情報が入ってきます。通告を受ける
とすぐ児童相談所は児童の安全を確認し、保護の必要性を協議します。
 虐待相談件数は年々増加しており、家庭で暮らすのに支援の必要な児童が
増えています。
 そのほか、相談件数の多いのが知的障害相談です。これは療育手帳の判定
依頼です。療育手帳は、各種障害サービスの利用につながるもので、知的発
達程度の検査は児童相談所が行っています。
 
 ※ 賀茂健康福祉センター相談課は、賀茂児童相談所の他に、もう一つ、
  知的障害者福祉法に基づく賀茂知的障害者更生相談所としての看板も
  掲げています。
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 既に述べたとおり、児童相談所の機能として措置があります。
 ここでは、児童福祉法と施設の関係を見ていきます。
 昭和22年に児童福祉法が成立した当時は、戦災孤児の収容が、施設入所の
大きな社会的使命でした。
 しかし、時代とともに施設の役割も変わり、平成28年に社会情勢の変化を
背景に、今後の方向性を示すため児童福祉法が改正されました。
 法改正にともない、それを具体化するために「新しい社会的養育ビジョ
ン」が国によって示されました。
 新しい社会的養育ビジョンには、大きな柱が９つあります。中でも特徴的
な傾向としては市区町村の役割が増加したことと、家庭での養育を重視する
ようになったことです。
 特に、５つ目の柱として、乳幼児は原則として家庭で養育されるとする 
原則が示されたことで、施設から里親への方針転換が明確になりました。
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 こちらは家庭養育優先原則を表した図です。
 上段の右向き矢印の方向に沿って、大きな施設から小さな地域の施設へ、さらに
ファミリーホーム、里親へと、より家庭に近い養育環境になっていきます。
 また、国は里親委託率を５０％とする目標を示しました。
 里親委託率というのは、家庭で生活できず社会的養育を必要としている児童のう
ち、里親とファミリーホームのどちらかに委託されている児童の割合です
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 こちらの表は、静岡県内の令和４年度末の、上段が乳児院・児童養護施設
別の施設入所児童数を示し、下段が里親・ファミリーホームに委託されてい
る児童の数を示しています。
 下段の式により、社会的養育を必要としている児童数アイウエ計３６０人
に占める里親とファミリーホームへの委託児童数ウエ計１０３人の割合すな
わち里親委託率を算出すると２８．６％になります。
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 あらためて里親について説明しておきます。

 里親は児童福祉法第６条の４に定められた養育者です。
 自分の家庭に児童を迎えて養育するので、特定の大人との愛着関係を築く
ことが期待できます。
 研修を受けるなど一定の要件はありますが、里親として登録された後も児
童相談所がサポートしていきます。

 なお、ファミリーホームは里親と同じように自宅で暮らせない児童を家庭
に招き入れて養育しますが、定員が５人から６人であり、児童集団を形成す
るところが里親と違う点です。
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 国は10月を里親月間と定め、里親を求め、里親への理解が社会的に進むよ
う、全国一⻫に集中的な啓発キャンペーンの活動を行うこととしています。
 静岡県でもこの時期、集中的な啓発キャンペーンを行います。
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 様々な啓発活動の中でも特に今年度、力を入れているのが「まちかど相談
会」です。
 この事業は、啓発ポスターの掲示や啓発文具の配布を行う「キャンペー
ン」と併せて、地元スーパーマーケットと協働し、相談ブースを設置して、
関心のある方に里親活動について説明を行うものです。
 現在、地元スーパーマーケットとご相談しながら、秋以降に「キャンペー
ン」と「街角相談会」を開催することを計画中です。
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 最後に、本日の里親に関する重要施策発表のポイントについて、もう一度、
おさらいをさせていただきます。

 まず、児童相談所では、様々な事情から、親元で暮らせない児童の支援を
していることを御承知おき願います。

 次に、国は児童養護の施策において、児童の健全な成⻑のため、これまで
の大きな施設での集団的養育中心の方針から、里親などによる家庭的な養育
を優先する方針に切り替えていることも御承知おき願います。

 そして、最後に、来月１０月は、里親月間です。親元で暮らせない児童を
家庭に迎え入れ、家族同様に育む里親の存在ついて、秋の夜⻑に思いをはせ
ていただければと思います。

 賀茂児童相談所からの重要施策発表は、以上です。

 ご静聴ありがとうございました。
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令和６年９月 25 日

定例記者懇談会資料

10 月は里親を求める運動を実施する「里親月間」です

（賀茂健康福祉センター）

１ 概要

10 月は「里親月間」です。全国で里親を求める運動を重点的に行います。賀茂健

康福祉センターでは、より多くの方に里親制度を知っていただき、社会全体で里親

を支援する気運を高めるため、次のキャンペーンを実施します。

キャンペーン 「もっと知って里親のこと！」

Ø 期間 令和６年 10 月１日（火）～10 月 31 日（木）

Ø 会場 静岡県下田総合庁舎１階エントランスホール

Ø 内容 里親関連ポスターの掲示・啓発品（文房具）の配布

２ 里親について

(1) 里親とは

私たちの身近には、経済的困窮、虐待、親の行方不明等様々な事情で家族と一緒

に暮らせない子どもたちがいます。

そのような子どもたちを自分の家族の一員として家庭に迎え入れ、温かい愛情と

正しい理解を持って養育する人のことを「里親」と言います。

(2) 里親に求められる役割

家族と離れて暮らす子どもたちの中には、大人との信頼関係が築けず、様々な問

題を引き起こす子もいます。（（例）・他人の顔色を伺う・大人からの叱責を恐れて

嘘でごまかしたりする・感情の コントロールが苦手 等）

里親による養育には、このような子どもたちの気持ちに寄り添い、子どもたちの

生活や養育者のモデルとなること、関係機関（学校や児童相談所等）と連携してい

くことが必要です。

(3) 里親として養育する期間

養育期間は、必要に応じ数日から十数年までと様々です。（（例）・週末単位や長

期休み（ショート・ルフラン）・緊急一時保護・子どもの自立や家庭復帰まで 等）

(4) 里親の現状（令和５年度）

※１：静岡市・浜松市を除く。 ※２：R5.10.1 世帯数（県統計調査課人口推計）を積算に用いた。

３ 里親希望・問合せ先

各市町福祉窓口・児童家庭支援センター・児童相談所

担 当：相談課 渡瀨

連絡先：0558-24-2038

静岡県全体 ※１ うち 賀茂地域

認定里親数

（参考：１万世帯当たり認定里親数 ※２）

374 組

（4.24 組）

9 組

（3.34 組）

委託中の里親数 73 組 3 組

里親委託児童数 86 人 3 人
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日 曜日 賀茂地域局 下田財務事務所 賀茂健康福祉センター 賀茂農林事務所 下田土木事務所

防災講座
こどもから大人へのメッセージ事業
13:20-14:05　南伊豆町立南中学校

13:10-13:55　浜崎小学校
里親月間キャンペーン
　10/1（火）～10/31（木）

防災講座

9:20-10:05　稲生沢小学校

防災講座 わさび田見学

9:10-9:55　松崎小学校 9:30-10:40　河津町梨本

防災講座 　賀茂地域食育指導者研修会

13:00-14:35　下田小学校 　14:00-16:30　賀茂キャンパス

防災講座 工事安全パトロール

14:30-15:15　河津小学校 10:00-12:00　松崎町雲見

防災講座
10:40-11:40　伊豆下田分校

防災講座
13:10-14:55　浜崎小学校

くくりわな講習会
9:30-16:00　河津町役場ほか

青年農業士出前講座
13:35-15:25　南伊豆分校

移動知事室 経営改革講座

防災講座
13:25-15:15　下田中学校

13:30-16:50 賀茂キャンパス

移動知事室・知事公聴

防災講座
14:50-15:40　稲取中学校

防災講座

9:10-11:00　松崎小学校

防災講座
10:10-11:45　下田小学校

防災講座
15:00-16:20　下田看護専門学校

防災講座

10:00-11:00　南伊豆認定こども園

防災講座
13:25-15:15　下田中学校

　健康キャンペーン

下田中学職場体験
8:30-15:00　危機管理庁舎　

　10:00-12:00
　マックスバリュ西本郷店

定例記者懇談会
9:30～ 賀茂キャンパス

下田中学職場体験
8:30-15:00　危機管理庁舎　

異業種交流会

14：00-17：00　賀茂キャンパス

防災講座

8:30-10:05　稲生沢小学校

防災講座

10:00-11:00　南伊豆認定こども園

防災講座
9:05-10:55　熱川小学校
防災講座
13:30-14:20　松崎中学校

行事予定表　（令和６年10月分）

1 火

2 水

3 木

4 金

5 土

6 日

7 月

8 火

9 水

10 木

11 金

12 土

13 日

14 月

15 火

16 水

17 木

18 金

19 土

20 日

21 月

22 火

23 水

24 木

25 金

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水

31 木
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日 曜日
農林技術研究所

伊豆農業研究ｾﾝﾀｰ
水産・海洋技術研究所

伊豆分場
賀茂広域

消費生活センター
賀茂地域

教育振興センター
伊豆観光局

下田中学職場体験　

8:30-15:00　伊豆分場

下田中学職場体験　

8:30-15:00　伊豆分場

行事予定表　（令和６年10月分）

1 火

2 水

3 木

4 金

5 土

6 日

7 月

8 火

9 水

10 木

11 金

12 土

13 日

14 月

15 火

16 水

17 木

18 金

19 土

20 日

21 月

22 火

23 水

24 木

25 金

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水
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令和６年９月 25 日

定例記者懇談会資料

初開催！異業種交流会「集まれ！賀茂で働く若者たち！」の開催について

１ 目的

静岡県若手職員プロジェクトチーム「あげアゲ隊」では、昨年度から所属の垣根

を越えた交流を目的に市町職員との交流会を実施してきた。

今回、業種の垣根を越えた交流を広げるため、下記のとおり異業種交流会を開催

し、今後の人脈形成や新たなコミュニティの形成につなげるとともに、地域活性化

の向上に資する。

２ 実施内容

（１）日時

令和６年 10 月 26 日（土）午後２時から午後５時まで

（２）場所

賀茂キャンパス（下田市中 531-1 静岡県下田総合庁舎 別館２階）

（３）対象

賀茂地域で働く 10～30 代（管外に勤める賀茂地域在住者も可）

（４）内容

グループに分かれて以下のテーマを中心に意見交換

① 自己紹介

② 仕事について

③ 賀茂地域について思うこと

④ 自分の地元の魅力

⑤ 地域の子どもたちに伝えたいこと

※取材いただける場合は、事前に以下担当まで御連絡ください。

担 当：危機管理課 笹原

連絡先：0558-24-2004

（賀茂地域局）

イメージ写真
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令和６年９月２５日

定例記者懇談会資料

１０月の防災講座

（概要）

賀茂地域局では、地域防災力を強化するため、自主防災組織、教育機関等と連携

し、防災講座を開催する。

（開催スケジュール）

（賀茂地域局）

実施日時 実施場所 実施対象 内容等

①
10 月１日（火）

13:10～13:55

浜崎小学校

（下田市）

４年生

約１０人

災害イメージトレーニング

（家庭編）

②
10 月３日（木）

9:20～10:05

稲生沢小学校

（下田市）

５年生

約３０人
風水害講座

③
10月７日（月）

9:10～9:55

松崎小学校

（松崎町）

４年生

約２０人
サバイバルスキルアップ講座

④
10月８日（火）

13:00～14:35

下田小学校

（下田市）

４年生

約４０人
防災まち歩き

⑤
10月10日（木）

14:30～15:15

河津小学校

（河津町）

４年生

約４０人
サバイバルスキルアップ講座

⑥
10月15日（火）

10:40～11:40

伊豆下田分校

（下田市）

全校

約２０人

防災ダック

地震体験（車）

⑦
10月15日（火）

13:10～14:55

浜崎小学校

（下田市）

４年生

約１０人

災害イメージトレーニング

（学校編）

⑧
10月17日（木）

13:25～15:15

下田中学校

（下田市）

２年生

約 130 人
災害図上訓練（DIG）

⑨
10月18日（金）

14:50～15:40

稲取中学校

（東伊豆町）

全校

約 100 人
防災講話
※学校主催の防災訓練実施

⑩
10月21日（月）

9:10～11:00

松崎小学校

（松崎町）

４年生

約２０人
災害図上訓練（DIG）
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（お願い）

・防災講座の取材においては、各学校まで取材を行う旨をご連絡ください。

・講座の内容については、変更になる場合があります。

・講座の内容に関するお問合せは下記担当までお願いいたします。

担 当：危機管理課 鈴木

連絡先：05 5 8 - 2 4 - 2 0 0 4

⑪
10月22日（火）

10:10～11:45

下田小学校

（下田市）

４年生

約４０人

災害イメージトレーニン

グ

（学校編）

⑫
10 月 22 日（火）

15:00～16:20

下田看護専門学

校

（下田市）

１、２年生

約４０人
地震体験（車）

⑬
10 月 23 日（水）

10:00～11:00

南伊豆認定こど

も園

（南伊豆町）

４歳児

約４０人

防災ダック

地震体験（車）

⑭
10 月 24 日（木）

13:25～15:15

下田中学校

（下田市）

２年生

約 130 人

避 難 所 運 営 ゲ ー ム

（HUG)

⑮
10月28日（月）

8:30～10:05

稲生沢小学校

（下田市）

５年生

約３０人
紙ぶるる

⑯
10月30日（水）

10:00～11:00

南伊豆認定こど

も園

（南伊豆町）

５歳児

約４０人

防災ダック

地震体験（車）

⑰
10月31日（木）

9:05～10:55

熱川小学校

（東伊豆町）

５、６年生

約５０人

ジュニア版避難所運営

ゲーム（HUG）

⑱

10月31日（木）

13:30～

14:20（予定）

松崎中学校

（松崎町）

1年生

約３０人
未定
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定例記者懇談会資料 令和６年９月 25 日

軽油引取税に係る自動車用燃料の路上抜取調査結果について

（下田財務事務所）

（要旨）

令和６年９月５日、東海四県が連携し、軽油引取税調査強調月間の一環として、

主要幹線道路等で一斉に路上抜取調査を実施した。下田財務事務所は、同日午後１

時 20 分から午後３時 20 分まで、国道 414 号線上り線（賀茂郡河津町梨本地先：旧

料金徴収所跡）において、自動車用燃料の路上抜取調査を実施し、走行中のディー

ゼル自動車を停車させ、燃料の採取・分析を行った。

（参考）

この調査は、不正軽油による脱税を防止し、併せて軽油引取税の適正な賦課徴収

について理解を求めることを目的として実施する。

（根拠規定：地方税法第 144 条の 11 第１項第３号及び同条第３項）

担 当：課税課課税第２班

連絡先：0558-24-2016

項目
調査件数

(実施回数)
抜取本数 うち、ｸﾏﾘﾝ反応が

認められたもの

うち、その他の異常

が認められたもの

静岡県

下田 1 件 12 本 0 本 0 本

沼津 1 件 22 本 ０ 本 ０ 本

静岡 1 件 20 本 0 本 0 本

浜松 1 件 20 本 0 本 0 本

計 4 件 74 本 ０ 本 ０ 本
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令和６年９月 25 日

定例記者懇談会資料

賀茂地域「こどもから大人へのメッセージ事業」

（目的）

賀茂地域の学校における「たばこ対策教育」を充実させ、こどもたちが、たばこの

害や受動喫煙防止の必要性について考え、周囲の大人に対しメッセージを送ることで、

家族や地域全体でたばこについて考える機会とする。また、メッセージを受け取った

大人が自身の行動を振り返り、大人からこどもへメッセージを返すことで、県民全体

で「受動喫煙防止」の意識向上を図る。

（概要）

（その他）

・当日、取材に来られる場合は、前日までに下記担当までご連絡ください。

・取材に来られる場合の駐車場は、校舎職員室前の 8区画をご利用ください。

担 当：健康増進課

連絡先：0558-24-2037

（賀茂健康福祉センター）

日時 令和６年 10 月１日（火） 午後１時 20 分から２時 05分まで

開催会場
南伊豆町立南中小学校 ２階 視聴覚室

（南伊豆町上賀茂 80）

対象 小学３年生 14 人

内容

・パペット人形劇の掛合いによる講義

・グループワーク「受動喫煙の害から身を守る方法を考える」

・メッセージ作成

当日「こどもから大人へ」

授業の感想をもとに、身近な大人にメッセージを書く。

後日「大人からこどもへ」

こどもからもらったメッセージに対し返事を書く。

従事者

賀茂健康福祉センター健康増進課職員、

南伊豆町健康増進課職員、

人形劇団
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参考（県内小学校へ配布した案内チラシ）
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令和６年９月 25 日

定例記者懇談会資料

賀茂地域食育指導者研修会

（目的）

賀茂地域の食育を推進するため、給食を通して食育を実施している食育指導者を

対象に研修会を行う。

今年度は、賀茂教育研究会 学校給食研修部が取り組んでいる「ICT を活用した食

教育」と同テーマで開催し、給食現場における ICT 活用の推進を図る。

また、現在行っている ICT 活用状況等について情報交換を行い、給食現場における

食育の更なる充実を図る。

（概要）

担 当：健康増進課

連絡先：0558-24-2037

（賀茂健康福祉センター）

日時 令和６年 10 月８日（火）午後２時から４時 30 分まで

開催会場 静岡県下田総合庁舎 ２階 第８会議室（賀茂キャンパス）

内容

講 師：EL think 代表 山崎 靖晃 氏

テーマ：「ICT を活用した食教育」

(1)素材作成のコツ（料理写真の撮り方、動画の編集）

(2)情報発信のコツ（SNS の公開と注意点、Google フォームの活用方法等）

(3)情報交換「ICT を活用した取組」

対象
学校・児童福祉施設の食育担当者、市町栄養士など管内の食育指導に

関わる職員
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令和６年９月 25 日

定例記者懇談会資料

河津小学校わさびの授業開催について

（目的）

地元の特産農産物で、「静岡水わさびの伝統栽培」として世界農業遺産に認定さ

れたわさびについての理解を児童に深めてもらい、地域食文化の継承を図ること

を目的に、JA ふじ伊豆○東わさび共販委員会青年部を講師として招きわさびの授
マル

業を開催し、わさびに触れ合う機会を提供する。

（概要）

１ わさびの授業

（１）開催日時 令和６年９月 26 日（木）

午後１時 40 分から午後２時 30 分まで

（２）会 場 河津小学校

（３）内 容 わさびの特徴、栽培などについて教室で授業を行い、わさび田

見学する前にわさびについて知ってもらう

２ わさび田見学

（１）開催日時 令和６年 10 月７日（月）

午前９時 30 分から午前 10 時 40 分まで

（２）会 場 河津町梨本泉奥原 わさび田

（３）内 容 生産者がわさび田を案内し、児童からの質問に答える

（対象者）

河津小学校３年生（46 名）

（講師）

〇東わさび共販委員会 青年部
マル

（主催）

賀茂農林事務所

担 当：地域振興課

連絡先：0558-24-2079

（賀茂農林事務所）
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北緯、東経
34.786993, 138.949134

河津小学校わさびの授業（10月7日(月) 9:30〜10:40）わさび田案内図

拡大図（２枚目へ）

（資料１）
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34.786993, 138.949134
国道414号線を下田方面に進み、わさび処市山を左に曲がる
道沿いにのぼると、左側にビニールハウスがある

泉奥原わさび田地図

天城方面

下田方面
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令和６年９月 25 日

定例記者懇談会資料

工事安全パトロールの実施について

（目的）

賀茂農林事務所発注工事における労働災害事故の防止を図り、工事現場で一層の

安全確保の意識を高めるため、現在施工中の工事現場をパトロールし、受注者等に

安全確保を指導する。

（概要）

１ 日 時

令和６年 10 月 10 日（木） 午前 10 時から正午まで

２ 場 所

賀茂郡松崎町雲見

３ 参加者

三島労働基準監督署第二方面主任監督官、下田建設業協会安全委員、賀茂農林事

務所職員

４ パトロールする工事現場

５ その他

集合場所 花沢園地駐車場（賀茂郡松崎町雲見 971）

集合時間 午前 10 時 45 分

担 当：総 務 課

連絡先：0558-24-2075

（賀茂農林事務所）

工事箇所 工 事 名 工 事 概 要

賀茂郡松崎町

雲見
令和５年度治山（緊急予防）花沢工事

谷止工１基

（V=266.9 ㎥）
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（別紙１） 
 

 

令和６年度第１回賀茂農林事務所管内工事安全パトロール 
 

１ 日  時   令和６年 10 月 10 日（木）午前 10 時～正午 

２ 場  所   賀茂農林事務所管内（賀茂郡松崎町雲見） 

３ 参 加 者    

三島労働基準監督署 第二方面主任監督官 松田 大知 

下田建設業協会安全委員会 

委員長 河津 直行（河津建設㈱） 

委員 竹内 聖（㈱竹内組） 

委員 土屋 順一（東海建設㈱） 

委員 長田 芳郎（長田建設工業㈱） 

委員 田中 章（丸三工業㈱） 

委員 国本 正徳（㈲国本組） 

委員 山本 雄一郎（㈲原田建設） 

事務局長 北村 誠 

賀茂農林事務所 

所長 深野 智恵子 

次長兼総務課長 山口 誠司 

農山村整備部長 大川 慎一 

技監兼農村計画課長 塚本 眞大 

森林整備課長 伊澤 聡 

治山課長 橋本 有司 

総務班長 古谷 真彦 

治山課主任 西村 修平 
 

４ 行  程 

【下田総合庁舎】          10：00 発 

⇒ 現場へ移動  工事パトロール 10：50～11：50  

現地解散 

                

 

                                  施工箇所 賀茂郡松崎町雲見 
工 事 名 令和５年度治山（緊急予防） 

     花沢工事 

施工業者 西伊豆貨物自動車（株） 

工 期 令和６年４月 10 日 ～ 

令和６年 11 月 19 日 

工事概要 谷止工１基（V=266.9 ㎥） 
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（別紙２）

令和６年度　第１回賀茂農林事務所管内工事安全パトロール　行程表

令和６年10月10日（木）

出発時刻 到着時刻 所要時間

10:00 10:00 下田総合庁舎にて三島労働基準監督署と合流。出発。

10:00 10:50 50分 工事現場①（松崎町雲見）へ移動

10:50 11:50 60分
パトロール①
令和５年度治山（緊急予防）花沢工事
（松崎町雲見）

11:50 現地解散

※下田建設業協会安全委員とは現地で集合。

工事現場
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令和６年９月 25 日

定例記者懇談会資料

くくりわな技術向上講習会の開催について

（要旨）

わな狩猟免許を習得したばかりの初心者等を対象に下記講習会を開催し、受講者の

捕獲技術の向上と新たな捕獲従事者の掘り起こしを行い、農林業における獣害予防と

山村地域の保全を図る。

（概要）

１ 主 催 公益社団法人静岡県山林協会賀茂支部、静岡県賀茂農林事務所

２ 参 加 者 賀茂地域在住のわな狩猟免許を取得したばかりの初心者（取得予

定者も含む）等 定員 20 名

３ 開催日時 令和６年 10 月 16 日（水） 午前９時 30 分から午後４時まで

４ 開催場所 講義：河津町役場

実習：風土の森（河津バガテル公園隣）

５ 内 容

・初心者を対象に、わな猟に関する基本的な知識・技能を

習得するための講習

・安全かつ効率的に捕獲できる技術を身につける実習

・参加費無料

６ 講 師 ＮＰＯ法人ホールアース自然学校より派遣

７ 昨年度の様子

講 義 実 習

担 当： 森林整備課

連絡先： 0558-24-2082

（賀茂農林事務所）
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（資料２）

１ 日 時

令和６年 10 月 16 日（水）午前９時 30 分～午後４時

※午前９時から受付を開始します。

２ 会 場

① 河津町役場２階第２会議室[河津町田中２１２－２]

② 風土の森（河津町峰・河津バガテル公園[河津町峰１０７３]の隣り）

※ 河津町役場から風土の森までは、各自で移動

３ 日程（予定）

受付開始 ９：００～

講 義 ９：３０～１２：００

昼食休憩 １２：００～１３：００

くくりわなの補修実習 １３：００～１３：４５

風土の森まで移動 １３：４５～１４：００

実 習 １４：００～１６：００ ②風土の森

【集合場所】河津バガテル公園駐車場

【実習場所】風土の森（バガテル公園隣り） 出所 google map

賀茂農林事務所 森林整備課

電話 0558-24-2082

①河津町役場

２階第２会議室

くくりわな技術向上講習会について
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令和６年９月 25 日

定例記者懇談会資料

賀茂地域青年農業士連絡会出前講座について

（目的）

静岡県農業経営士協会は、将来の担い手と期待される高校生に、農業への関

心を高めてもらうため、平成 29 年度から農業経営士、青年農業士による出前

講座を行っている。

賀茂地域では、令和２年度から、青年農業士連絡会が県立下田高校南伊豆分

校において、園芸科１年生に出前講座を行っている。今年度は生徒とのグルー

プトークを通じ、農業の魅力を再認識し、将来の賀茂地域の農業について、議

論する。

（概要）

１ 日 時 令和６年 10 月 16 日（水）午後１時 35 分から３時 25 分まで

２ 場 所 静岡県立下田高等学校 南伊豆分校２階 １年生教室

３ 内 容 題目「伊豆の農業者と語りあう(仮)」

（１）青年農業士の自己紹介

（２）農産物食べ比べ等実体験

（３）グループトーク

《進め方》

グループに分かれ、グループごとに事前アンケートの回

答内容について、青年農業士と話し合う。

４ 参 加 者 ・同校 園芸科１年生(26 名)

・賀茂地域青年農業士連絡会員 ６～８名

担 当：地域振興課 山口

連絡先：05 5 8 - 2 4 - 2 0 7 9

（賀茂農林事務所）

青年農業士とは、40 歳以下の、一定の農業経験を有し、農村青少年の自主的な組織活動に

積極的に参画し、中心的役割を果たしている者又は中心的役割が期待される者
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令和６年９月 25 日

定例記者懇談会資料

賀茂農林事務所経営改革講座 経営計画発表会

（目的）

当事務所では、経営発展に取り組む意向のある農業者等を対象に、経営改革講座

を開催し、経営計画の作成を支援しています。

今年度は、これまでに４回開催し最終回となる今回は、受講者がこれまでの講座

を通して作成した経営計画を発表し、講師による講評等を通じて、計画の実践に向

けた足掛かりとします。

（概要）

１ 日 時 令和６年 10 月 17 日(木) 午後１時 30 分から午後４時 50 分まで

２ 会 場 静岡県下田総合庁舎別館２階 賀茂キャンパス

３ 日 程 13:30～13:45 開会、挨拶

13:45～15:30 受講生による発表(15 分)、講師による講評等（30 分）

15:30～16:00 過去の受講生現況報告

16:00～16:50 講師による総評

16:50～16:55 激励の言葉

４ 発表者

５ 講 師 株式会社イワサキ経営 マーケティングアドバイザー 宮口巧氏

６ 主 催 静岡県賀茂農林事務所

７ その他

・経営計画の個人情報については、報道にあたって御配慮いただきますようお願

いします。

担 当：企画経営課 古屋

連絡先：0558-24-2076

（賀茂農林事務所）

発表順 受講生が在住する市町 品目

１ 松崎町 果樹

２ 南伊豆町 野菜、果樹

36


